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申請者 岩本 英和 
論文名 持続可能な自然資源の保全・利用のためのエコツーリズムに関する 
研究－日本の世界自然遺産・白神山地を事例として－  
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第 1 章 序論 
第 1 節 研究の目的 
  第 1 項 アジア太平洋地域の世界自然遺産 
  第 2 項 各国の世界自然遺産のホームページの情報 
  第 3 項 日本の世界自然遺産・白神山地を選定した理由 
第 2 節 研究の背景 
 第 1 項 世界遺産条約の成立とその背景 
 第 2 項 エコツーリズムの歴史と概要 
第 2 章 先行研究 
 第 1 節 エコツーリズムの定義とその役割 
 第 2 節 地域住民参加型の自然資源管理に関する考察 
第 3 節 エコツアーガイドの役割と認証制度 
第 4 節 日本の世界自然遺産地域の保全制度 
第 5 節 世界遺産制度に関する問題点 
第 6 節 白神山地・屋久島・知床の世界自然遺産管理体制の比較 
  第 1 項 白神山地 
  第 2 項 屋久島 
 第 3 項 知床 
 2
  第 4 項 白神山地、屋久島、知床の管理政策における相違 
第 3 章 研究の方法 
 第 1 節 分析の方法 
  第 1 項 白神山地エコツーリズム推進事業の協働ガバナンス分析・評価 
  第 2 項 協働ガバナンスにおけるエコツアーガイドの活動に関する調査 
第 2 節 白神山地におけるエコツーリズム推進のための事業 
 第 3 節 白神山地エコツアーガイドに対する質問紙調査 
第 4 章 研究の結果 
 第 1 節 白神山地エコツーリズム推進事業の協働ガバナンス分析・評価 
 第 2 節 協働ガバナンスにおけるガイドの活動に関する調査結果 
第 1 項 白神山地におけるエコツアーガイドの活動内容と認証制度 
  第 2 項 専業ガイドと兼業ガイドの活動内容と認証制度の捉え方に関する
相違 
  第 3 項 エコツアーガイドによるエコツーリズム発展のための意見 
第 5 章 考察 
 第 1 節 エコツーリズム推進事業の協働ガバナンスに関する分析・評価 
 第 2 節 協働ガバナンスにおけるエコツアーガイドの活動に関する調査結果
の分析 
  第 1 項 エコツアーガイドの活動内容に関する考察 
  第 2 項 エコツアーガイドの認証制度に関する考察 






































第 4 章 研究の結果 
 環境省が 1998 年度から 2009 年度までの 12 年間に渡って実施したエコツー
リズム推進のための事業を、Ansell & Gash の協働ガバナンス分析・評価モデ
ルによって分析した結果、1998 年度から 2003 年度までの 6 年間の「白神山地
地域環境保全調査」は、2004 年度から始まった事業の「第 1 段階の初期状況」




2009 年度までの 6 年間の事業では、ガイドのルールの制度化ができなかったこ
とと、事業のなかでリーダーシップを取れる人材の育成ができなかったことが
明らかとなった。すなわち、協働ガバナンスの分析・評価モデルで分析した結
果、「第 3 段階の制度設計」と「第 4 段階のリーダーシップ」について課題があ
ることが判明した。 















3 点で効果があると考えていることが明らかとなった。  
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